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区
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
把
握
し
、
区
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
毎
年
区
民
世
論
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
８
月
下
旬
に
実
施
し
た
平
成
２２
年
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ

広
報
広
聴
課
1
５
２
１
１
―

４
１
７
１

区
民
の
皆
さ
ん
が
区
に
最
も
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
施
策
と
し
て
、
環
境

対
策
が
４９
・
８
％
を
占
め
、
３
年
連

続
で
１
位
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
対
策
の
具
体
的
な
要
望
と
し

て
「
み
ど
り
の
充
実
」「
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
対
策
」
が
多
く
、
区
に
環

境
対
策
を
望
む
声
が
依
然
と
し
て
高

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

要
望
の
２
位
は
高
齢
者
施
策
で

４７
・
３
％
で
し
た
。
そ
の
中
で
も

「
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」「
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
な
ど
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
共
働
き
世
帯
が
増
加
す
る

中
、
昨
年
の
世
論
調
査
で
は
６
位
だ

っ
た
児
童
福
祉
が
２８
・
９
％
を
占

め
、
４
位
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
「
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
」

「
保
育
園
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児

子
育
て
支
援
へ
の
期
待
高
ま
る

平
成
２３
年
４
月
、
認
可
保
育
園

「（
仮
称
）ア
ス
ク
二
番
町
保
育
園
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
１
〜
３
階
が
私

立
保
育
園
、
４
階
が
私
立
学
童
ク

ラ
ブ
で
、
い
ず
れ
も
（株）
日
本
保
育

サ
ー
ビ
ス
が
設
置
・
運
営
し
ま
す
。

場
所

二
番
町
２
―
１
二
番
町
Ｔ

Ｓ
ビ
ル

募
集
人
員（
予
定
定
員
）

区
内
在

住
・
在
勤
で
、
保
護
者
が
働
い

て
い
る
な
ど
の
理
由
で
保
育
が

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児
70
名

（
０
歳
児
９
名
・
１
歳
児
10
名
・

２
歳
児
12
名
・
３
歳
〜
５
歳
児

各
13
名
）

開
園
時
間

７
時
〜
２１
時（
延
長
保

育
時
間
を
含
む
。
日
曜
・
祝
日
・

年
末
年
始
は
休
園
）

保
育
サ
ー
ビ
ス

・
産
休
明
け
保
育
（
生
後
５７
日
目

〜
）

・
一
時
保
育（
在
園
児
以
外
の
乳
幼

児
を
時
間
単
位
で
預
か
り
ま

す
）

・
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

地域 千代田区全域

対象 ２０歳以上の区内在住者２,０００名

（無作為抽出）

方法 郵送配布・郵送回収

期間 ８月１６日～３１日

回収数（率） ９７５名（４８.８％）

調 査 の 概 要

環環境境・・高高齢齢者者施施策策をを要要望望　　　　
平成22年の区民世論調査

区
立
幼
稚
園
、
保
育
園
・
こ
ど
も
園
等
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

９
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。問

合
せ

子
ど
も
支
援
課
支
援
係
1
５
２
１
１
―
４
２
２
９

平
成
２３
年
度
　
幼
稚
園
、
保
育
園
・
こ
ど
も
園
等
の
入
園
児
募
集

日本テレビ

ベルギー
大使館

女子学院高校

いきいきプラザ一番町番町中
央通り

（仮称）アスク二番町保育園

二
番
町
に
認
可
保
育
園
が
オ
ー
プ
ン

平
成
２３
年
４
月

0 10 20 30 40 50
（％）

環 境 対 策

高 齢 者 施 策

児 童 福 祉

保健・衛生対策

住 宅 対 策

防 災 対 策

まちづくりの推進

学校教育の充実

商 工 振 興

障 害 者 施 策

そ の 他

男 女 平 等 、
人 権 尊 重 の 確 立

生涯学習、文化・
ス ポ ー ツ の 振 興

49.8

47.3

36.2

28.9

28.2

28.1

24.5

23.4

16.9

12.0

9.2

18.2

26.5

①環境対策　 51.5％

②高齢者施策 50.8％

③生涯学習、文化・

スポーツの振興 38.7％

④防災対策 35.3％

⑤保健・衛生対策 33.0％

⑥児童福祉 29.5％

⑦住宅対策 26.4％

⑧まちづくりの推進24.6％

⑨学校教育の充実 23.6％

⑩商工振興 20.0％

〈参考〉平成２１年調査の力を入れて欲しい上位１０施策

▲二酸化炭素排出量等が見える表示システム（明治大学）

▲花植えによる環境美化活動（番町学園通り）

■力を入れて欲しい施策（3つまで回答可）

▲千代田区民体育大会特集は6面・７面に

・
英
語
・
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
リ
ト
ミ
ッ
ク（
音
楽
と
動
き
を

融
合
し
た
教
育
）

・
ク
ッ
キ
ン
グ
保
育（
食
育
）な
ど

保
育
料

３
歳
未
満
児
０
円
〜

５
万
７
千
５００
円
／
３
歳
児
０

円
〜
２
万
２
千
６００
円
／
４
歳

以
上
児
０
円
〜
１
万
８
千
円

（
区
立
保
育
園
と
同
額
。
保
護

者
の
所
得
税
額
に
基
づ
き
決

定
）

申
込
み

１２
月
１
日
（水）
〜
平
成
２３

年
１
月
３１
日
（月）
（
土
・
日
・
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）に
直

接
子
ど
も
支
援
課
支
援
係（
区

役
所
２
階
1
５
２
１
１
―

４
２
２
９
）へ
。

※
区
内
在
勤
の
方
は
居
住
す
る
区

市
町
村
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
０
歳
〜
３
歳
児
ク

ラ
ス
は
１０
月
入
園
か
ら
の
受
付

で
す
。

ゼ
ロ
」
な
ど
の
要
望
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。

区
民
の
定
住
性
や
、
そ
の
他
の
施

策
分
野
ご
と
の
設
問
な
ど
に
関
す
る

調
査
結
果
は
、
４
・
５
面
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

区
民
世
論
調
査
の
報
告
書
の
全
文

は
、
広
報
広
聴
課（
区
役
所
６
階
）、

情
報
コ
ー
ナ
ー（
区
役
所
２
階
）、
区

立
図
書
館
、
出
張
所
等
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
概
要
版
は
、
広
報
広
聴
課
、

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
出
張
所
で
配
布
す
る

ほ
か
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.chiyoda.lg

.jp

）で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。



・
千
代
田
区
高
齢
者
の
入
院
時
に

お
け
る
負
担
軽
減
に
関
す
る
条

例
（
否
決
）

・
行
政
事
務
執
行
に
伴
う
真
相
究

明
の
た
め
の
調
査
に
関
す
る
決

議
（
否
決
）

平
成
22
年
第
３
回
区
議
会
定
例
会

を
、
９
月
10
日
か
ら
10
月
８
日
ま
で

開
き
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
区
長
提
出
議

案
の
「
平
成
21
年
度
千
代
田
区
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
」
な
ど
４
件
が
可
決
さ
れ
、
報
告

が
５
件
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
、
議
員
提
出
議
案
２

件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
し
た
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、

「
ち
よ
だ
区
議
会
だ
よ
り
」や
区
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://kugikai.

city.chiyoda.tokyo.jp

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

総
務
職
員
課

1
５
２
１
１
―
４
１
３
８

区
議
会
事
務
局

1
５
２
１
１
―
４
２
９
７

・
平
成
22
年
度
千
代
田
区
一
般
会
計

補
正
予
算
第
１
号

※
子
ど
も
の
予
防
接
種
費
用
の
助
成

と
私
立
認
可
保
育
所
整
備
補
助
に

関
す
る
経
費
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

・
平
成
21
年
度
千
代
田
区
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
千
代
田
区
の
行
政
委
員
会
委
員
並

び
に
非
常
勤
の
監
査
委
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
日
比
谷
図
書
館
改
修
工
事
請
負
契

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
平
成
21
年
度
千
代
田
区
財
政
健
全

化
判
断
比
率
に
つ
い
て（
報
告
）

・（
仮
称
）新
千
代
田
保
健
所
新
築
工

事
請
負
契
約
の
一
部
を
専
決
処
分

に
よ
り
変
更
し
た
件
に
つ
い
て

（
報
告
）

・（
仮
称
）新
千
代
田
保
健
所
新
築
電

気
設
備
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

専
決
処
分
に
よ
り
変
更
し
た
件
に

つ
い
て（
報
告
）

・（
仮
称
）新
千
代
田
保
健
所
新
築
空

調
設
備
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

専
決
処
分
に
よ
り
変
更
し
た
件
に

つ
い
て（
報
告
）

・
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
関
し
専
決

10
月
29
日
に
千
代
田
保
健
所
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
次
の
12
施
設
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
環
境
衛
生

・
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ヤ
ン
グ（
神
田
神

保
町
３
丁
目
）

・
リ
ム
（
神
田
小
川
町
３
丁
目
）

・
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂

（
紀
尾
井
町
）

・
日
本
武
道
館
（
北
の
丸
公
園
）

・
（有）
恵
比
寿
屋
（
三
崎
町
２
丁
目
）

▼
食
品
衛
生

・
エ
メ
・
ヴ
ィ
ベ
ー
ル
（
二
番
町
）

・
み
は
し
東
京
駅
店
（
丸
の
内
１
丁

目
）

・
ア
ン
テ
ィ
カ
　
オ
ス
テ
リ
ア
　
デ

ル
　
ポ
ン
テ
（
丸
の
内
２
丁
目
）

・
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
綴
（
有
楽
町

１
丁
目
）

・
三
井
物
産
本
店
食
堂（
大
手
町
１

丁
目
）

・
テ
ラ
ス
・
ド
・
ク
ク（
神
田
駿
河

台
２
丁
目
）

・
紅
楼
夢
（
神
田
錦
町
３
丁
目
）

問
合
せ

生
活
衛
生
課
生
活
衛
生
係

1
５
２
１
１
―
８
１
６
４

参
加
方
法

チ
ェ
ッ
ク
用
紙
に
期
間

中
の
エ
コ
行
動
を
記
入
の
上
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

添
付
し
Ｃ
Ｅ
Ｓ
推
進
協
議
会

（
1
6
５
２
１
１
―
５
０
８
５

info@
chiyoda-ces.jp

）へ
。

※
Ｃ
Ｅ
Ｓ
（
千
代
田
エ
コ
シ
ス
テ
ム

〈Chiyoda
Eco
System

〉
の
略
）

は
、
千
代
田
区
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
人
々
が
取
り
組
み
や
す
い
、

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で

す
。

■
第
4
回
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
結
果

今
年
の
６
月
21
日
〜
25
日
に
実
施

し
た
、
第
４
回
ち
よ
だ
ラ
ン
チ
エ
コ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

参
加
者
数

１
千
９６１
名
（
第
３
回

比
＋
５０５
人
）

参
加
者
内
訳

行
政
・
公
共
施
設

42
％
、
企
業
・
団
体
40
％
、
学
校

10
％
、
個
人
８
％

２０
名
以
上
の
参
加
者
が
あ
っ
た
団

体
・
組
織（
順
不
同
）

東
京
電
力
（株）
銀
座
支
社
、
千
代
田

女
学
園
、
（株）
山
武
、
東
京
二
十

三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
飯
田
橋

庁
舎
、
東
京
ガ
ス
ラ
イ
フ
バ
ル

Ｅ
―
Do
（株）
、
（株）
イ
ー
ウ
ェ
ル
、

明
治
大
学
、
（株）
東
京
海
上
日
動

Ｈ
Ｒ
Ａ
、
東
和
科
学
（株）
、
日
産

緑
化
（株）
、
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ

ラ
ザ
、
千
代
田
区
役
所
（
出
張

所
・
保
健
所
等
含
む
）

主
な
意
見
・
感
想
な
ど

・
毎
日
弁
当
を
持
参
す
る
こ
と
が
エ

コ
な
行
動
と
な
る
こ
と
を
、
改
め

て
認
識
し
た
。

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
契
機
に
、
積
極

的
に
エ
コ
な
行
動
を
継
続
し
て
い

る
。

・
社
内
で
、
ラ
ン
チ
の
時
の
エ
コ
に

つ
い
て
話
題
に
す
る
な
ど
、
環
境

を
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
。

問
合
せ

Ｃ
Ｅ
Ｓ
推
進
協
議
会

1
５
２
１
１
―
５
０
８
５

千
代
田
区
内
で
は
、
平
日
に
約
85

万
人
の
人
々
が
昼
食
を
食
べ
て
い
ま

す
。
ラ
ン
チ
時
の
マ
イ
箸は

し

の
持
参
、

弁
当
購
入
時
の
マ
イ
バ
ッ
グ
使
用
な

ど
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
エ
コ
を
実
践

で
き
ま
す
。
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
用
紙

を
使
っ
て
、
ラ
ン
チ
で
無
駄
な
資
源

を
使
用
し
て
い
な
い
か
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
取
組
み
や
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
期
間

11
月
15
日
（月）
〜
19
日
（金）

チ
ェ
ッ
ク
用
紙

Ｃ
Ｅ
Ｓ
推
進
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.chiyoda-ces.jp

）や
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

city.chiyoda.lg.jp

）か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す（
用
紙
を
ご

希
望
の
方
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
）。

区
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
交
通

施
策
の
一
つ
と
し
て
、
公
用
車
と
し

て
導
入
し
た
電
気
自
動
車
１
台
を
区

が
事
業
に
利
用
し
な
い
時
間
帯
に
、

区
民
等
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

電
気
自
動
車
を
体
感
し
、
普
及
拡

大
を
図
る
た
め
、
試
乗
・
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

と
き

11
月
19
日
（金）
17
時
〜
20
時
・

20
日
（土）
12
時
〜
17
時

会
場

区
役
所
旧
庁
舎
前
（
九
段
南

１
―
６
―
11
）

▼
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
利
用
案
内

貸
出
時
間

平
日
＝
18
時
か
ら
翌
日

８
時
ま
で
、
土
・
日
・
祝
日
＝
全

日
貸
出
方
法

会
員
登
録
が
必
要
で

す
。
予
約
は
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電

話
か
ら
可
能
で
、
最
短
30
分
か
ら

利
用
で
き
ま
す
。

利
用
料
金

・
入
会
金
＝
４
千
９８０
円（
区
民
、
区

内
事
業
者
は
無
料
）

・
月
額
基
本
料
＝
９８０
円
〜

・
時
間
料
金
＝
30
分
あ
た
り
４００
円

・
距
離
料
金
＝
走
行
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
あ
た
り
７
円

運
営
会
社

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・

ジ
ャ
パ
ン
（株）

7
０
１
２
０
―
２
９
２
―
１
０
５

http://w
w
w
.careco.jp

問
合
せ

環
境
・
温
暖
化
対
策
課
普

及
啓
発
係1

５
２
１
１
―
４
２
５
３

No. 1291 22.11.5（2）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

11

「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」「
エ
コ
ワ
ッ
ト
」
の
貸
出
し

区
は
、
家
庭

向
け
に
、
自
宅

で
使
用
し
て
い

る
電
気
使
用
量

と
そ
れ
に
伴
う

二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
）排
出
量
を
、

数
値
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
「
見
え

る
化
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
省

エ
ネ
ナ
ビ
」
と「
エ
コ
ワ
ッ
ト
」を
無

料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
（
い
ず

れ
の
機
器
も
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
）。

普
段
使
用
し
て
い
る
電
気
使
用

量
を
見
な
が
ら
、
省
エ
ネ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
省
エ
ネ
ナ
ビ

家
庭
全
体
の
電
気
使
用
量
等
を

表
示
し
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
者

貸
出
期
間

３
か
月（
貸
出
し
状
況

に
よ
り
更
新
可
能
）

測
定
方
法

分
電
盤
に
取
り
付
け

た
セ
ン
サ
ー
か
ら
表
示
器
に
無

線
で
デ
ー
タ
を
送
り
ま
す
。

貸
出
場
所

環
境
・
温
暖
化
対
策

課（
区
役
所
５
階
）

※
報
告
書
の
提
出
お
よ
び
設
置
条

件
の
確
認
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
エ
コ
ワ
ッ
ト

個
々
の
機
器
の
電
気
使
用
量
等

を
表
示
し
ま
す
。

貸
出
条
件

千
代
田
図
書
館
の
貸

出
券
を
持
っ
て
い
る
方

※
貸
出
券
は
、
区
内
の
各
図
書
館

で
発
行
で
き
ま
す
。

貸
出
期
間

２
週
間

測
定
方
法

コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
な

い
だ
エ
コ
ワ
ッ
ト
に
、
電
気
製

品
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
簡
単
に
測

定
で
き
ま
す
。

※
小
さ
な
子
ど
も
は
大
人
と
一
緒

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
出
場
所

千
代
田
図
書
館
事
務

室
（
区
役
所
10
階
）こ

の
事
業
は
、

千
代
田
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン
ポ
イ

ン
ト
対
象
事
業

で
す
。

ま
た
、
今
回
紹
介
し
た
家
庭
用

の
ほ
か
、
中
小
事
業
者
向
け
既
築

建
築
物
の
「
見
え
る
化
」
も
進
め

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次
回
は
、
ち
よ
だ
環
境
カ
レ
ン

ダ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ

環
境
・
温
暖
化
対
策
課

普
及
啓
発
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
３

電
気
と
Ｃ
Ｏ
排
出
量
の
「
見
え
る
化
」
体
験

試
乗
と
説
明
会
を
開
催

電
気
自
動
車
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

▼省エネナビ

▲エコワット

2

2

平
成
21
年
１２
月
か
ら
接
種
可
能
に

な
っ
た
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

は
、
中
学
生
程
度
の
年
齢
の
女
子

（
11
歳
〜
14
歳
）へ
の
接
種
が
、
最
も

予
防
効
果
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。区

は
、
11
月
か
ら
区
民
の
健
康
を

守
る
た
め
に
、
中
学
・
高
校
生
を
対

象
に
し
た
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
、
今
回
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

と
き

11
月
13
日
（土）
10
時
〜
11
時
30

分（
開
場
９
時
３０
分
）

会
場

千
代
田
小
学
校
体
育
館
（
神

田
司
町
２
―
16
）

対
象

区
内
在
住
の
中
学
・
高
校
生

の
女
子
と
そ
の
保
護
者
、
関
心
の

あ
る
方

講
師

今
野
良
さ
ん（
自
治
医
科
大

学
附
属
さ
い
た
ま
医
療
セ
ン
タ
ー

教
授
）

テ
ー
マ

子
宮
頸
が
ん
予
防
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
〜
検
診
と
ワ
ク
チ

ン
〜

問
合
せ

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

1
５
２
１
１
―
８
１
７
１

子
宮
頸
が
ん
予
防
の
た
め
の
講
演
会

平
成
21
年
度
決
算
を
認
定

区
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

第
3
回
区
議
会
定
例
会

ちよだランチエコ
キャンペーン

第５回

処
分
に
よ
り
和
解
し
た
件
に
つ

い
て（
報
告
）

環
境
衛
生
・
食
品
衛
生
優
良
施
設
を
表
彰



内
容

基
調
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
集

合
住
宅
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
描
く
」

／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
例
発
表

講
師

成
富
正
信
さ
ん
（
早
稲
田
大

学
教
授
）

申
込
み

電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

Ｅ
メ
ー
ル（
11
面
参
照
）ま
た
は
直

接
社
会
福
祉
協
議
会
（
西
神
田
１

―
３
―
４
西
神
田
庁
舎
４
階
1

５
２
８
２
―

３
７
１
１
6

５
２
８
２
―

３
７
１
８
○

chiiki@
chiyoda-cosw

.or.jp

）へ
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
み
の
方
に
は
、

３
日
以
内
に
受
付
完
了
の
メ
ー
ル

を
返
信
し
ま
す
。

区役所の代表電話　3264ー2111（3）No. 1291 22.11.5

広　　告

区
は
、
生
活
安
定
応
援
事
業
の
相

談
や
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
職
業
訓
練
を
通
じ

て
生
活
の
安
定
や
正
規
雇
用
に
向
け

た
支
援
を
行
う
ほ
か
、
子
ど
も
へ
の

支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
資
格
要

件
の
確
認
や
申
請
書
の
配
布
、
相
談

は
福
祉
総
務
課
生
活
応
援
窓
口
（
区

役
所
３
階
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

正
社
員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
欲

を
持
つ
方
に
対
し
て
、
職
業
訓
練
・

就
職
の
た
め
の
講
座
を
紹
介
し
、
技

能
取
得
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
就
職

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
職
業
訓
練
期
間
中
は
、
出
席
日
数

に
応
じ
た
受
講
奨
励
金
を
受
給
で

き
ま
す
。

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業

中
学
３
年
生
・
高
校
３
年
生
等

（
20
歳
に
な
る
年
度
ま
で
）
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
方
に
、
学
習
塾

等
の
受
講
費
用
や
大
学
等
の
受
験
料

等
を
貸
し
付
け
ま
す
＝
図
表
１
＝
。

そ
の
際
は
、
塾
の
資
料
、
入
試
要
項
、

領
収
書
等
が
必
要
で
す
。

な
お
、
子
ど
も
が
高
校
・
大
学
等

に
入
学
し
た
場
合
な
ど
は
、
償
還
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

―
い
ず
れ
も
―

対
象

次
の
①
〜
⑥
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方

①
世
帯
の
生
計
中
心
者
で
あ
る

②
課
税
所
得
（
単
身
＝
年
額
50
万
円

以
下
／
扶
養
が
あ
る
場
合
＝
年
額

60
万
円
以
下
）
ま
た
は
総
収
入
金

額
が
一
定
基
準
以
下
で
あ
る
＝
図

表
２
＝

③
預
貯
金
等
資
産
の
保
有
額
が
６００
万

円
以
下
で
あ
る

④
土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い

（
現
在
住
ん
で
い
る
場
所
の
土

地
・
建
物
は
除
く
）

⑤
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住

（
住
民
登
録
）
し
て
い
る

⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
世
帯
主
ま

た
は
構
成
員
で
な
い

こ
の
ほ
か
に
も
、
事
業
ご
と
に
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

福
祉
総
務
課
事
業
調
整
主

査
　
　
1
５
２
１
１
―
４
２
１
０

近
年
、
多
く
の
都
市
部
で
、
住
宅

事
情
の
変
化
に
伴
い
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
が
多
様
化
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
集
合
住
宅
で
の
現
状
と

課
題
を
共
有
し
、
地
域
で
の
新
た
な

助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す（
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
）。

と
き

12
月
２
日
（木）
18
時
〜
21
時

会
場

四
谷
区
民
ホ
ー
ル（
新
宿
区

内
藤
町
87
）

定
員

４００
名（
申
込
順
）

▼図表１　チャレンジ支援貸付事業の内容

貸付金の種類 対　象　者 貸付限度額

学習塾等受講料貸付金

高校受験料貸付金

大学等受験料貸付金

２００,０００円

５０,４００円

１０５,０００円

中学３年生

高校３年生とそれに準ずる者
（３５，０００円 × ３校まで）

※高卒認定合格者や既卒者で大学入学を目指している人（浪人生）も、２０歳未満であれば１回限り貸
　付の対象になります。

中学３年生、高校３年生とそれに準ずる者

▼図表２　収入要件基準表

扶養人数 0人（単身） 1人 2人

3人 4人 5人

総収入（年間） １７６万円以下 ２６０万円以下 ３２０万円以下

３８０万円以下 ４４０万円以下 ５００万円以下

扶養人数

総収入（年間）

※賃貸物件に住んでいる方は、年額上限８４万円（月額上限７万円）を限度に、家
　賃支払額を本人収入額から減額できます。

正
規
雇
用
へ
の
支
援
や
学
習
塾
費
等
を
貸
付

区
が
相
談
を
受
付

正
規
雇
用
を
支
援

高
校
・
大
学
受
験
料
等
を
支
援

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
で

の
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
く

た
め
「
ご
近
所
福
祉
活
動
」（
町

会
の
福
祉
部
活
動
）
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、「
高
齢
に
な
っ

て
も
」「
障
害
が
あ
っ
て
も
」、
住

み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
住
み

続
け
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
で
助

け
合
う
こ
と
を
目
的
に
し
た
活
動

で
す
。
活
動
に
賛
同
し
、
町
会
内

に
福
祉
部
を
設
置
し
て
い
た
だ
け

る
町
会
を
募
集
し
ま
す
。

福
祉
部
の
設
置
後
は
、
活
動
の

企
画
、
活
動
資
金
の
助
成
な
ど

「
ご
近
所
福
祉
活
動
」
を
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会

1
５
２
８
２
―
３
７
１
１

6
５
２
８
２
―
３
７
１
８

ご
近
所
福
祉
活
動

福
祉
部
を
設
置
す
る
町
会
を
募
集

中央ブロック社会福祉協議会
合同開催

地域福祉フォーラム

く

ら

し

の

安

全

安

心

・

今
年
の
３
月
以
降
、
イ
ラ
ク
通

貨
「
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
」
や
ス

ー
ダ
ン
通
貨
「
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
」

の
取
引
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

■
取
引
の
勧
誘
例

（
例
）Ａ
社
か
ら
「
イ
ラ
ク
通
貨
の

デ
ィ
ナ
ー
ル
を
持
っ
て
い
な
い

か
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
Ｂ
社
か
ら
「
デ
ィ
ナ

ー
ル
の
貨
幣
価
値
は
上
が
る
」

「
必
ず
儲も

う

か
る
」「
今
な
ら
２
万

５
千
デ
ィ
ナ
ー
ル
札
１
枚
が
10

万
円
」
と
電
話
で
の
勧
誘
が
あ

り
、
購
入
を
迷
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
再
び
Ａ
社
か
ら
「
買
値
の

40
倍
で
買
い
取
る
」
と
の
電
話

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
Ｂ
社
か
ら

10
万
デ
ィ
ナ
ー
ル
を
購
入
し
た

が
、
そ
れ
以
降
Ａ
社
と
連
絡
が

取
れ
な
く
な
っ
た
。

（
例
）Ｃ
社
か
ら
「
１
口
50
ス
ー
ダ

ン
ポ
ン
ド
が
15
万
円
」
と
い
う

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
自
宅
に

届
い
た
。
そ
の
後
、
Ｄ
社
か
ら

「
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
を
持
っ
て
い

た
ら
、
約
40
万
円
で
売
っ
て
欲

し
い
」
と
の
電
話
が
あ
っ
た
。

購
入
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
か
。

■
将
来
の
為
替
価
値
は
断
定
で
き

ま
せ
ん

換
金
性
の
乏
し
い
通
貨
を
「
必

ず
儲
か
る
」「
産
油
国
で
あ
り
経
済

発
展
が
期
待
で
き
る
」
な
ど
と
あ

お
っ
て
購
入
さ
せ
る
手
口
が
目
立

ち
ま
す
。
し
か
し
、
将
来
の
為
替

の
価
値
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
「
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ

ー
ル
」
や
「
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
」

は
、
日
本
の
一
般
の
銀
行
で
は
取

扱
い
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、

国
内
の
銀
行
で
円
に
両
替
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
。

■
相
場
よ
り
暴
利
に
販
売
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も

今
年
６
月
時
点
の
、
輸
入
貨
物

の
課
税
価
格
の
計
算
に
用
い
ら
れ

る
外
国
為
替
相
場
で
計
算
す
る
と
、

２
万
５
千
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
は

約
２
千
円
で
す
が
、
そ
れ
を
10
万

円
と
実
際
の
相
場
よ
り
暴
利
で
販

売
し
て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。販

売
業
者
の
勧
誘
の
前
後
に
、

別
業
者
が
数
倍
で
買
い
取
る
と
持

ち
か
け
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
実
際
に
買
取
り
が
実
行

さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
ま
せ

ん
。

■
多
く
の
ケ
ー
ス
で
高
齢
者
が
狙

わ
れ
て
い
ま
す

高
齢
者
を
狙
っ
た
勧
誘
が
多
い

の
で
、
家
族
や
周
り
の
方
々
も
日

ご
ろ
か
ら
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

過
去
に
未
公
開
株
を
購
入
し
た
人

を
勧
誘
す
る
こ
と
も
見
ら
れ
ま
す

の
で
、
投
資
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た

人
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
５
２
１
１
―
４
３
１
４

換
金
性
の
乏
し
い
外
国
通
貨
の
取
引
に
注
意
を

〜「
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
」や「
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
」の
取
引

　千代田区2010

消費生活センター
イメージキャラクター
「キッくん」

C

☆広報千代田では有料広告の掲載を募集しています。広告掲載希望は広報広聴課へ。15211－4174☆



No. 1291 22.11.5（4）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

「家庭生活で」不平等を感じる 女性の２割弱

「男女の性別によって不平等がある」と思うことはあるかについては、男

女ともに「社会通念・慣習・しきたりなどで」（男性５３.５％、女性５５.８％）が５

割を超え最も割合が高くなりました。以下「職場で」「政治の場で」「法律や

制度の上で」と続きます。また「家庭生活で」と答えた男性が７.６％だった

のに対し、女性が17.0％と高くなっています。

ＤＶ経験　心理的暴力が最も高く

配偶者・パートナー等からの暴力（ＤＶ＝ドメスティック・バイオレンス）の経

験について尋ねると、男女とも「したことも、されたこともない」の割合が最

も高くなりました。「したことがある」「されたことがある」の両視点から見る

と、男女ともに「大声でどなる、ののしる、おどかす（心理的暴力）」が最も

高くなりました。「したことがある」は男性１７.９％、女性８.７％、「されたことが

ある」は男性１３.９％、女性１１.１％でした。

この設問では、無回答率が他の設問に比べて高くなっています。男女別

では、男性が７％台であるのに対し、女性では２２％前後と高くなっています。

女性の働き方　中断再就職型が約４割

理想的な「女性の働き方」は「子育ての時期だけ一時辞めて、その前後は

職業を持つ（中段再就職型）」（39.0％）が約４割で最も割合が高くなっていま

す。この選択肢は、男女とも全ての年代で最も割合が高く、特に男性２０代

（55.9％）、女性５０代（50.8％）で５割台になっています。

「結婚や出産にかかわりなく、一生職業を持つ（職業継続型）」は女性６０

代（43.7％）で４割台と高くなっていますが、男性２０代（17.6％）、男性７０代以

上（16.0％）では１割台と低くなっています。

■女性の働き方の理想像（年代別）

ま っ た く な い

そ の 他

社会通念・慣習・しきたり
などで

職 場 で

政 治 の 場 で

法 律 や 制 度 の 上 で

家 庭 生 活 で

地 域 社 会 で

学 校 教 育 の 場 で

無 回 答

男性

女性

53.5
55.8

23.4
22.0

13.7
15.6

12.2
14.2

7.6
17.0

9.5
8.7

2.1

2.1
0.7

28.2
22.9

3.8
5.7

2.8

0 10 20 30 40 50 60
（％）

■男女の地位の不平等感（複数回答）

3.6

1.3

12.2 5.7

2.7

1.7

1.1

1.3

2.1

6.6 4.5

2.1

2.1

1.4
3.5

2.6

3.1

0.9

1.5

0.2

0.6

0.9

1.3

1.9

1.0

0.2

0.5

85.0

73.1

88.8

89.5

89.5

73.8

65.7

72.6

74.5

74.0

7.2

7.8

7.8

7.6

7.2

21.5

21.0

22.5

22.0

22.0

したことも、されたこともある

したことがあるが、されたことはない したことも、されたこともない 無回答

したことはないが、されたことがある

なぐる、ける、引きずりまわす、物
を投げつける（身体的暴力）

大声でどなる、ののしる、おど
かす（心理的暴力）

性行為を強要する、避妊に協
力しない（性的暴力）

生活費を渡さない、働きに行
かせない（経済的暴力）

行動を制限する、友人に会わ
せない（社会的暴力）

なぐる、ける、引きずりまわす、物
を投げつける（身体的暴力）

大声でどなる、ののしる、おど
かす（心理的暴力）

性行為を強要する、避妊に協
力しない（性的暴力）

生活費を渡さない、働きに行
かせない（経済的暴力）

行動を制限する、友人に会わ
せない（社会的暴力）

〈男性〉

〈女性〉

（％）

■ドメスティック・バイオレンスを行った・受けた経験
30.2

17.6

32.0

27.7

28.6

32.4

16.0

30.0

37.7

35.3

23.1

43.7

29.4 5.9 7.8 34.3 3.9 11.8 6.9

4.2 5.6 35.2 1.4
1.4 4.2
4.2

6.2 7.7 50.8 3.1 9.2

1.3

4.4 8.8 33.8

3.9

5.0 10.0 40.0

42.9
1.3 3.9
9.1

8.8 8.8

7.5 7.5

10.7 10.7 32.0 10.7 9.3 9.31.3

4.9 10.8

2.9

4.5

1.0 9.2 38.8

32.4 1.0
2.9 11.8 3.9

6.1

6.3 41.1 11.6

14.3

7.8

5.9 5.9

4.4 7.8 39.0
0.4

6.5 8.8
3.0全 体

男性20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

70代以上

女性20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

70代以上

55.9

46.6 5.8

8.0

4.9

0.9

2.0

14.7

結婚や出産にかかわりなく、一生職業を持つ（職業継続型）

結婚までは職業を持つが、結婚後は持たない（結婚退職型）

結婚後子どもが生まれるまでは職業を持ち、その後は持たない（出産退職型）

子育ての時期だけ一時辞めて、その前後は職業を持つ（中断再就職型）

一生職業を持たない　　　その他　　　わからない　　　無回答

（％）

回答者数　男性525名
女性423名

千代田区消費生活センター　知らないが７割以上

今年１月に、消費生活センターが区役所２階にオープンしました。センター

は、区民が安全で安心して豊かな消費生活を営めるよう支援しています。そ

こでセンターの認知度について尋ねると「知らない」（７５.８％）が７割半に達し、

より一層の広報活動が必要な結果になりました。また、センターをどのような

目的で利用したいかについては「消費生活相談（トラブル解決のためのサポ

ート）」（４５.５％）が４割半で最も割合が高く、以下「講座（消費生活に関する

講座を実施）」（９.８％）、「パンフレット等の資料収集」（８.７％）と続きました。

■千代田区消費生活センターの認知度

無回答　1.9％

知っている
22.3％

知らない
75.8％

■消費生活センターの利用希望（複数回答）

0 10 20 30 40 50

消 費 生 活 相 談
（トラブル解決のためのサポート）

（消費生活に関する講座を実施）
講 座

そ の 他

無 回 答

パンフレット等の資料収集

特に利用したいとは思わない

45.5

9.8

8.7

1.0

33.1

11.5

（％）

回答者数　975名

回答者数　男性525名
女性423名

回答者数　男性525名
女性423名



（5）No. 1291 22.11.5 区役所の代表電話　3264ー2111

平成２２年区民世論調査の概要
今年の調査は「区民の定住性」「区の施設・施策への要望」「広報活動」「居住環境評価」等の例年の調査項目のほか「コールセンター」「町会、

ボランティア」「区の保養施設」「家庭での防災」「介護予防事業等」「食育」「地球温暖化対策・ヒートアイランド対策」「消費生活」「人権・男女共
同参画」の１３項目についてうかがいました。なお「人権・男女共同参画」の項目については、今後の行動計画策定等に活用していくため
に重点的に調査を行いました。ご協力いただいた区民の皆さん、ありがとうございました。

１面より

短期居住者が約半分

区民の居住年数は「５年未満」（３１.６％）が３割強で最も割合が高く「５～９

年」（１６.１％）を合わせた『短期居住者』は５割弱になっています。また「３０年

以上」（１９.９％）と「生まれてからずっと」（１４.１％）を合わせた『長期居住者』

は３４.０％でした。経年比較すると『短期居住者』の割合は年々増加する傾

向にあります。

災害への備え　懐中電灯が１位に

災害に備えた備蓄物資は「懐中電灯」（６４.５％）が６割半で最も多く、以

下「水・ポリタンクや給水用ポリ袋」（４７.１％）、「携帯ラジオ」（４６.６％）、「薬

品類（救急絆創膏
ば ん そ う こ う

・キズ薬・三角巾
きん

・常備薬）」（４３.７％）、「食料品（米・缶

詰・ビスケット・レトルト品等）」（４２.２％）と続きました。しかし「備蓄はして

いない」（18.7％）も２割近くありました。

地域活動　関心は高く、３割が参加経験あり

町会や地域の活動、ボランティア活動への参加状況は「参加したことは無

いが、関心はある」（３５.０％）が３割半で最も割合が高くなっています。「よく参

加している」（１０.５％）と

「何回か参加したことが

ある」（１８.６％）を合わせ

た『参加したことがある』

は約３割になっています。

問合せ　　広報広聴課1５２１１―４１７１

■区民の居住年数とその経年変化

■町会・ボランティア等地域活動への参加状況

住居形態別では「５年未満」は賃貸マンション、公務員宿舎、社宅・家族寮な

どの給与住宅で６割前後になりました。一戸建ての持ち家およびビル内の自宅

（ビルの所有者）に住んでいる人の７割半は『長期居住者』でした。

15.2

15.8

18.4

21.6

26.6

22.3

20.2

21.9
0.5

0.6

13.4 9.7 10.1

11.7 9.9 10.9

12.2 9.6 11.5

7.9 10.5 11.8

10.5 10.4 25.87.1

29.1

30.8

25.9

19.4

19.6

0.9

27.8

無回答

平成20年

平成18年

平成16年

平成14年

平成12年

14.1

（％）

19.9
0.8

16.1 11.5 6.131.6

5年未満 5～9年
10～
19年

20年以上

30年以上
生まれて
からずっと

無回答

平成22年

無回答　2.7％

その他　1.8％

何回か参加したことがある
18.6％

よく参加している　10.5％

参加したことは無いが、
関心はある
　35.0％

参加したことが無く、
あまり関心もない
　31.5％

（％）

懐 中 電 灯

水・ポリタンクや給水用ポリ袋

携 帯 ラ ジ オ

薬品類（救急絆創膏・キズ
薬・三角巾・常備薬）
食料品(米・缶詰・ビスケット
・レトルト品等)

手 袋

ヘ ル メ ッ ト

携 帯 ト イ レ

そ の 他

備 蓄 は し て い な い

無 回 答

47.1

46.6

43.7

42.2

32.6

15.7

13.1

3.6

18.7

1.5

64.5

0 10 20 30 40 50 60 70

■地震等の災害に対する備え（複数回答）回答者数　975名　　

回答者数　975名　　

回答者数　975名　　

新聞折り込みの広報紙が情報源　約６割

区政情報の取得媒体は「新聞折り込みによる区の広報紙『広報千代田』」

（59.4％）が約６割で最も割合が高く、次いで「新聞折り込みによる『区議会だ

より』」（28.2％）でした。広報紙などの紙面から区政情報を取得する割合が

高いですが、年々ホームページから取得する割合も増加しています。

新聞折り込みによる区の広
報紙「広報千代田」

59.4

28.2

23.2

22.1

17.7

11.7

11.4

7.2

6.5

5.0

0 10 20 30 40 50 60

新聞折り込みによる「区議
会だより」

町会などの回覧板・掲示板

インターネットの「区のホー
ムページ」

区の施設等から入手した区
の広報紙「広報千代田」

郵送による区の広報紙「広
報千代田」

知人・家族から聞いて

「ちよだインフォメーション」
（生活便利帳）

区で発行のパンフレットやチ
ラシ

区の窓口や電話での問い
合わせ

（％）

■区政情報の取得媒体上位10項目（複数回答） 回答者数　975名　　

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。
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Rosyトワラーズのバトントワリング

めざせワールドカップ

きみも未来の玉入れ選手

買い物競争

むかで競争

ちよだ五種競技

地区別対抗リレー

表彰台　

t優勝した神保町地区（右）、２位の岩本町東神田地区

（中央）、万世橋地区（左）

優勝した神保町地区の皆さん



（7）No. 1291 22.11.5

綱引き

玉入れ

千代田区太極拳連盟の演舞

１０月１７日に、外濠公園総合グラウンドで第４８回千代田区民体育大会を開催しました。

出場選手と観客を合わせて約８,５００名が参加し、玉入れや綱引き、地区別対抗リレーな

どで大いに盛り上がりました。今年は、万世橋地区と岩本町東神田地区が２位で同順

位になるなど接戦でしたが、神保町地区が２年連続で優勝に輝きました。

選手宣誓 準備体操

上智大学チアリーディング部の応援

まとあて競争

民踊（千代田区民踊連盟）

嬬恋村と五城目町からの寄贈

ゲートボール競争

手
旗
訓
練
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■西神田児童センター「観劇会　もり
のへなそうる」
人形劇団「プーク」による観劇会で

す。当日直接会場へ。
１１月２４日(水)１５時～１５時４５分
中・高生の居場所づくり事業
第１弾「バスケットボールクリニック」
JBLプロバスケットボールチーム

「リンク栃木ブレックス」の選手とコー
チ陣がバスケットを教えてくれます。
１１月１０日(水)１６時～１８時、区内在
住・在学の中・高生６０名(申込順)、電
話または直接児童センターへ。
第２弾「野球講演会」
野球解説者高木豊さ

ん＝写真＝のお話です。
１２月１日(水)１５時３０分～
１６時３０分、区内在住・在
学の中・高生とその保護者、
要予約、電話または直接児童センターへ。

―いずれも―
会場 西神田児童センター(西神田２－
６－２1５２１５－９０６２)
■神田児童館「ＴＨＥ わんぱくまつ
り2010」
なかよしライブ、手作りのお店やお

ばけやしきなどがあります。
１１月２０日(土)１３時～１５時３０分、神田
児童館(外神田３－４－７1３２５３－６０２１)
■一番町児童館「親子バスハイク」
房総十字園のみかん狩りと千葉こど

もの国で遊ぼう。

１１月２０日(土)９時出発・１７時帰着予定、
房総十字園・千葉こどもの国（いずれも
千葉県市原市／雨天時は横浜こども科
学館）、区内在住・在学・在園で年長児以
上の親子４２名(申込順)、参加費(入園料
のみ)＝大人(高校生以上)８５０円／中学
生６１０円／小学生５２０円／幼児４４０円、
１１月６日（土）から直接一番町児童館(一番
町１０1３２３０－０８６６)へ。
■四番町児童館「バスハイク」
千葉県の房総のむらに探検に行こう。
１１月２０日(土)８時３０分～１７時、千葉
県立房総のむら（千葉県印旛郡栄町）、
区内在住・在学・在園で幼児～小学生
の親子５０名(申込順)、参加費＝大人２
４０円、直接四番町児童館（四番町１１1
３２３４－３０８４）へ。

千代田区立図書館では、お子さんが
本に親しめるように、定期的に絵本の
読み聞かせ（３０分程度）を行っています。
■千代田図書館　15211－4289
１１月１８日（木）１１時～（乳幼児向け）／
１１月２０日（土）１５時～（幼児以上向け）
■四番町図書館　13239－6357
１１月２８日（日）１４時～（幼児以上向け）

適性検査願書を配布しています
平成２３年２月３日(木)に行う、平成

２３年度入学者選考適性検査の受検の
ための書類を配布しています。詳しく
は、ホームページ(http://www.kudan.

児童館・児童センター

館　　名

相田みつを美術館

イタリア文化会館

出 光 美 術 館

科 学 技 術 館

神 田 明 神 資 料 館

宮内庁三の丸尚蔵館

国立演芸場展示室

本企画展は、新刊「ある日自分へ」(文化出版局)に収録の「ある日のつぶや
き」「自分」「座右銘」などを通して、相田みつをの生き様を紹介します。

東京藝術大学とイタリア国立ラヴェンナモザイク修復専門学校が共同で６年間に渡り行ってき
た世界遺産ガッラ・プラチディア廟モザイク壁画の現状調査と模写・保存修復事業を報告。

TryScience(http://www.tryscience.org/jp/)のメニューから「探査機を宇宙に送ろ
う」「すい星のクレーター」「ゆかいなクラクション」「音で探る」より２つ程度を紹介。

神田明神を中心とした江戸の四季と名所に関する特別展
示です。常設展示も併設。

三の丸尚蔵館が所蔵する近代洋画の中から明治前半期を中心とした名品の
数々を、風景画、風俗画、歴史画の３つのテーマによって紹介します。

大正元年から昭和３０年代までの、衣・食・住など国民の日常生活に関わりのあ
る公文書を「暮らす」「装う」「食べる」など５つのコーナーで紹介します。

自分の足で地球を歩き、見て、写し出した中から、山をテーマに美しさだけではな
く自然破壊への警告も呈する作品約６０点(すべてモノクロ)を展示・紹介。

日本チョウ類保全協会による企画展。人々の生活の変化がもたらした、「里山」の
環境変化に注目し、チョウという観点から、人と自然の共存のあり方を考える。

帝国議会が開設され「民党」と「派閥政府」との対立、妥協と提携、桂園・憲政
擁護運動を経て原敬内閣成立に至るまでの歩みを関係資料により紹介。

戦傷病者とその家族の労苦を伝える証言映像も昨年度後期分を含めると１００本を
越えました。今回は、昨年度前期に収録した映像と関連資料の一部を紹介します。

戦国時代から江戸時代にかけての武家の興亡の歴史を、
古戦場絵図・武具図・古記録などによって紹介します。

フィンランドのサンタさんに寄せられた子どもたちの手紙の展示と１３・１４日
にはフィンランドからやってきたサンタさんとふれあうイベントを行う。

絵画の本質を粘り強く探究し続けた画家、麻生三郎。初公開作品を含む油彩、
素描、立体あわせて１３４点により重厚な作品世界を改めて見直す。

現代という時代を映すような工芸作品を紹介するシリーズ展。今回は、茶の
湯に対する作家の思考や、現在における茶の湯の造形を考える。

世界最大かつ最高の技術を有していたドイツのツァイス・イコン及び前身社である
当時の４大カメラメーカーのカメラの歴史を、２期に分けて展示・紹介する。

多岐にわたるコレクションで知られる東京富士美術館の所蔵作品の中から、近代日
本画の巨匠たちが描き出した季節感あふれる名品２８件４１点を展示します。

明治大学が発掘調査した茨城県小美玉市玉里舟塚古墳。全国的にも珍しい
横座り式の馬形埴輪や多彩な人物埴輪、1ｍ近い大型の埴輪群を紹介します。

国立劇場の伝統芸能伝承者養成事業の「歌舞伎俳優養成」は、今年で４０年を迎えまし
た。これを記念して、歌舞伎俳優養成事業の概要と実績を資料を交えて紹介します。

明治時代のさまざまな寄席ビラを展示、また寄席文字と呼ばれる
寄席独特の文字も紹介。演芸の楽しい世界をお楽しみください。

唐物茶陶を主とする出光コレクションの福建陶磁に、龍泉や景
徳鎮などの作品を加えて、日中を彩った陶磁文化を紹介します。

無料

８００円

１，０００円

1６２１２－３２００

主に企画展・特別展を掲載しています

1３２１４－０６２１

～平成２３年１/２７（木）

～１１/２０（土）

～平成２３年３/１８（金）

１１/１３（土）～１２/２３（祝）

１１/１４（日）

～１１/２８（日）

１２/４（土）～
平成２３年２/１３（日）

～１１/２８(日)、１２/４(土)～
平成２３年１月１０日(祝)

～１２/２０（月）

催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話休館日

美術館・博物館等の催し

1３２６４－６０１１

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

（ハローダイヤル）

無料

６００円

1５２０８－１０６３無料

1３２５４－０７５３３００円

1３２６５－７０６１無料

無料

1３２６５－７０６１

平日

月

日・祝日

月

日

祝日は開館

ＪＣＩＩフォトサロン ～１１/２８（日）

１１/１５（月）～１２/２２（水）

無料 1３２６１－０３００

第４６回企画展「ある日自分へ」

モザイクの真実～世界遺産ガッラ・プ
ラチディア廟モザイクの保存と修復～

日本IBM TryScience実験教室

「近代の洋画家、創作の眼差し」

「江戸ぐるり～神田明神を取り巻
く江戸～」

水越武作品展「真昼の星への旅」

企画展
「歌舞伎俳優養成４０年の歩み」

暮らしのうつりかわり
―大正・昭和編―

演芸資料展 
寄席ビラの楽しさ

茶陶の道―天目と呉州赤絵―

国 立 劇 場
伝 統 芸 能 情 報 館

国 立 公 文 書 館

※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。　

１１/１８（木）～１２/１０（金）

無料 1３２８３－３５３６

1３５８１－１６５１

チョウは語る～「里山」の変化と
消えゆく生きもの

「政党政治への道―議会開幕から
本格的政党内閣誕生へ―」特別展

衆議院憲政記念館

千 秋 文 庫

自然環境情報ひろば
丸の内さえずり館

し ょ う け い 館

東京国立近代美術館

逓 信 総 合 博 物 館

日本カメラ博物館

東京国立近代美術館
工 芸 館

明 治 大 学 博 物 館

ニューオータニ美術館

新収録映像　企画上映会

２０１０「サンタさんへの手紙」作品
展示発表会

麻生三郎展

現代工芸への視点―茶事をめぐっ
て

王の埴輪
―玉里舟塚古墳の埴輪群―

ツァイス・イコン・カメラ展

東京富士美術館所蔵　日本画に見る四季
の美展　大観から玉堂・清方・松園まで

「戦いのしるし―古戦場絵図・武
具図展」

１１/１１（木）～１４（日）

～１１/２３（祝）

１１/９（火）～１２/１９（日）

～１２/９（木）

～１２/５（日）

～１１/２１（日）

～１１/２８（日）

～１２/１２（日）

土・日・
祝日

土・日・
祝日

祝日は開館
月

祝日は開館
月

月

月

※

月

月

無料

９００円

無料 1３２３４－７８２１

1３２６１－００７５４００円

１１０円 1３２４４－６８２１

５００円

８５０円

（宿泊客は無料）

1５７７７－８６００

（ハローダイヤル）
1５７７７－８６００

３００円 1３２９６－４４４８

内線１３・１４

1３２２１－４１１１

３００円 1３２６３－７１１０

月※・金・
１２/２３・２８
～１/３

１１/２２・
２５・２９

１２/２９
～１/２

おはなし会

九段中等教育学校

ひと まち ふれあい

１０月２日・３日に　町小学校で、平
成１６年に同校の保護者数人で立ち
上げた「ワーク・わく・クラブ」が主
催する「ぼうさい探検隊」と連携し、
避難所宿泊訓練を実施しました。災
害時の自宅以外での生活のイメージ
作りなどを目的としたもので、小学
生など約１５０名が参加しました。
同校で行う「ぼうさい探検隊」は

４回目の開催で、避難所に宿泊する
訓練は始めての試みです。
１日目の昼は、防災訓練や２日目

の「地域防災マップづくり」のため
のまち歩きを行い、夕食時には防災
倉庫の資器材等で炊き出し(レトル
トカレー)を行いました。２日目は、
マップづくりを行い、発表会とコン
テストが行われました。子どもたち
は疲れも見せず、元気に２日間の訓
練を終了しました。

宿泊訓練で体験　避難所生活

絵本の読み聞かせ

ed.jp)をご覧ください。
配布時間 平日８時～１６時４５分
配布場所 九段中等教育学校富士見校
舎(富士見１－１０－１４1３２６３－２０９１)

絵本の読み聞かせを通して子育てを
考えてみましょう。当日直接会場へ。
１１月１６日(火)＝神田児童館(外神田

３－４－７1３２５３―６０２１)／１８日(木)＝
西神田児童センター＊(西神田２－６－
２1５２１５－９０６２)／２６日(金)＝一番町児
童館＊(一番町１０1３２３０－０８６６)／２９
日(月)＝四番町児童館(四番町１１1

３２３４－３０８４)いずれも１０時４５分～
（＊の施設は１１時～）、講師＝古川伸子
さん（ＮＰＯ法人子育て子育ち宝仙ネッ
ト理事）

の
び
の
び
子
育
て
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■ 町保育園「マザーズドリーム」
保育園体験をします。給食の試食も

あります。１１月９日(火)１０時～１１時４５
分、区内在住の妊婦さん５名(申込順)、
三番町７1３２６１－７９６０
■神田保育園「子育て支援　保育園にあ
そびに来ませんか」
１１月１２日(金)１０時～１１時、親子1組、神
田淡路町２－１２1３２５３－６２５８、要予約
■西神田保育園「マミーズボランティ
ア」
保育体験をしてみませんか。１１月１９日

(金)１０時～11時、未就学の親子1組、西
神田２－６－２1５２１５－９０６０、試食なし、
要予約
■四番町保育園「大きくなったかな」
保育園入園前の子どもの身長・体重

を測ります。11月１０日(水)９時３０分～１４
時３０分、四番町１１1３２３４－２６６９、要予約

■いずみこども園「いずみキッズ・子
育てほっとステーション」
０歳～５歳の未就園児を対象に保育

室を開放します。１１月１０日・１７日・２４日の
いずれも水曜１０時３０分～１１時４０分、神
田和泉町11３８６６－９９３８
■ふじみこども園「ふじみランド・一
緒においしい焼き芋を食べよう」
１１月１２日(金)９時３０分～１１時、０歳～５
歳の未就園児、富士見１－１０－３1

３２６３－１００９、１１月１０日(水)までに要予
約
※雨天時は１１月１６日(火)に延期
「マミーズボランティア」
保育体験をしてみませんか。１１月１８日

(木)１０時３０分～１１時３０分、１歳・２歳児の
親子１組、富士見１－１０－３1３２６３－１００９、
試食なし、１１月１５日(月)までに要予約

平成２２年度前期(４月～９月)分の補
助金の申請を受け付けます。外国人学
校の義務教育に相当する課程(日本の
小・中学校)に通い、区内在住で教育
委員会の就学の免除・猶予を受けてい
る児童・生徒の保護者が対象です。申
請書類は、学校を通じて配布します。
転入した方、学校から申請書を受け取
っていない方はお問い合わせください。
補助金月額 月額６,０００円
申請期限 １１月２６日(金)まで
問合せ 子ども支援課手当・医療係

1５２１１－４２３０

区立幼稚園・保育園・こども園等　入園児募集平成２３年度

対象 区内在住の３歳～５歳児(平成１７年４月２日～平成２０年４月１日生
まれの方)
通園区域 原則は小学校の通学区域と同じです。ただし、定員に
余裕がある場合は、通園区域外の幼稚園・こども園を希望する
ことができます。
募集人数 図表1のとおり(４・５歳児はいずれも若干名)
費用 入園料＝１,０００円／保育料＝月額４,０００円
申込書の配布・受付 配布＝１１月９日(火)～１８日(木)(土・日曜を除
く)／受付＝１１月１６日(火)～１８日(木)
※いずれも１４時～１６時に希望する各幼稚園・こども園で行います。
※こども園(短時間保育)の保育時間は９時～１４時です。
問合せ 子ども支援課支援係　1５２１１－４２２９

平成２３年４月から、新たに保育園・こども園等に入園を希望す
る乳幼児を募集します。施設・定員などは図表２のとおりです。
※各歳児とも、４月から上のクラスに上がる園児がいるため、定
員すべてが募集人員になるとは限りません。
※申込書の様式は平成２３年４月入園分から変更になります。
■保育園
対象 区内在住・在勤で、保護者が働いているなどの理由で保育
が受けられない乳幼児
※在勤の方は居住する区市町村へ申し込んでください。なお、０
歳～３歳児クラスは１０月入園からの受付です。
※１ 町保育園は仮園舎で、新園舎は民営園として移転・開設予
定です。
※２　神田保育園は再開発計画のため仮園舎で、平成２４年度に新園
舎（神田淡路町２丁目地区内）へ移転・開設予定です。
■こども園（長時間保育）
これまでの保育園と幼稚園を組み合わせ、保育園と同様の長時

間保育と、幼稚園の幼児教育を実施します。
対象 区内在住の０歳～５歳児で、家庭で保育ができない乳幼児
と保育を必要とする乳幼児

―いずれも―
申込み １２月１日(水)～平成２３年１月３１日(月)(土・日・祝日・年末年始を除
く)に直接子ども支援課支援係(区役所２階1５２１１－４２２９)へ。

■認証保育所
東京都独自の審査基準により質を確保し、延長保育などの多様

なニーズに応える保育所です。各施設では、さまざまな幼児教育
プログラムを用意しています。
■都・区補助対象保育室
少人数の家庭的なきめ細かい保育を心がけています。都心にあ

りながら、自然環境にも恵まれ、季節ごとに楽しい行事も行なっ
ています。
■千代田区緊急保育施設
緊急待機児童対策として、廃校になった中学校の校舎を活用し

た民設・民営の保育施設です。対象が区民のみの認可外保育施設
ですが、施設基準や職員配置は東京都認証保育所の基準に準じて
います。

―いずれも―
費用、申込みなど詳しくは、各施設に直接お問い合わせくださ

い。区民は保育料補助の対象となる場合があります。

▲移動動物園（神田児童公園）

保育園

こども園

▼図表２「保育園・こども園（長時間保育）等の募集年齢・定員など」

園　　名 募集年齢 保育時間等定員

　町保育園（※１）

０歳～５歳児

（生後５７日以降）

０歳～５歳児
（生後５７日以降）

（生後５７日以降）

　　　　1３２６１－７９６０
８０名

９８名

９７名

９６名

１３６名

（予定）
７０名

４５名

４０名

２６名

３２名

３９名

３０名

２５名

３４名

２９名

９９名

(三番町７)

神田保育園（※２）
　　　　1３２５３－６２５８(神田淡路町２－１２)

西神田保育園
　　　　1５２１５－９０６０(西神田２－６－２)

四番町保育園
　　　　1３２３４－２２６９(四番町１１)

ふじみこども園　　
(富士見１－１０－３)

私立保育園
（仮称）アスク二番町保育園
(二番町２－１)

いずみこども園　　
(神田和泉町１)

基本保育時間
７時３０分～１８時３０分
（四番町保育園は７時１５分
～１８時１５分／私立保育園
は７時３０分～１８時３０分）
※保育時間は、相談の上、
　決定します。

延長保育
１８時３０分～１９時３０分
（四番町保育園は１８時１５分
～２０時１５分／私立保育園
は７時～７時３０分・１８時３０分
～２１時）
※1歳児クラス以上に限
　る（私立保育園は０歳
　児から）・定員あり
※別途保育園へ申込み
　が必要です。

０歳～５歳児

０歳～５歳児

０歳～５歳児

４０名０歳～５歳児

開園時間
７時～２２時
（＊の施設は７時３０分～
２２時／＊＊の施設は８時
～２１時）

基本保育時間
７時３０分～１８時
時間外保育（対象は1歳
半以上）７時１５分～７時
３０分／１８時～２０時

開園時間
７時３０分～１９時３０分

ポピンズナーサリースクール一番町
1３２３０－２１０５(一番町１０－８)

東京逓信病院ひまわり育児室
都・区補助対象保育室

千代田区緊急保育施設

　　　1５２１４－７０７０(富士見２－１４－２３)

小学館アカデミー神田駅前保育園
1５２０７－８４４１(鍛冶町２－４－２)

※認証保育所への移行申請予定

保育園ドルチェ
1３２２２－０３５５(九段北４－２－２２)

マミーズエンジェル神田駅前保育園＊
1３２５６－８７８８(内神田２－５－２)

小学館アカデミー神保町保育園＊
1３５１５－９１０３(神田神保町２－２０)

小学館アカデミーかすみがせき保育園＊
1３５００－３５１３(霞が関２－１－３)

ピノキオ幼児舎番町園＊
1３２２１－０５７２(五番町５－６)

キッズスクウェア永田町
1６２０６－１１５５(永田町２－１－２)

キッズスクウェア丸の内東京ビル
1５８０９－６６０１(丸の内２－７－３)

認
証
保
育
所

区
立
保
育
園

区
立
こ
ど
も
園

＊＊

※設置期間は平成２２年～２４
   年度（３か年）です。

　　1３８６６－９９３８

　　1３２６３－１００９

▼図表1「幼稚園・こども園（短時間保育）の募集人数」

区立幼稚園

　町幼稚園（　町２－８）　　　　　1３２６３－７３３０

九段幼稚園（三番町１６）　　　　　1３２６３－０５６７

番町幼稚園（六番町８）　　　　　1３２６３－３７２５

お茶の水幼稚園（猿楽町１－１－１）　 1３２９１－８２１１

昌平幼稚園（外神田３－４－７）　　　1３２５１－０７６８

ふじみこども園（富士見１－１０－３）　1３２６３－１００９

いずみこども園（神田和泉町１）　　1３８６６－９９３８

千代田幼稚園（神田司町２－１６）　　1３２５６－１７０９

区 立こども園（短 時 間 保 育）

3歳児

3歳児

３５名

３５名

３５名

２０名

２０名

２０名

１５名

２０名

区立幼稚園・こども園(短時間保育)

外国人学校
児童・生徒保護者補助金

保育園・こども園(長時間保育)等



「健康を維持するためのアレ・コレ」
いつまでも健やかに長生きする

にはどんな生活を送ればいいのか、
健康管理の側面から一緒に考えて
みませんか。講師は高齢者あんし
んセンター　町の服部相談員です。
とき １１月２５日(木)午後２時～３時
１５分
会場 いきいきプラザ一番町２階
多目的室(一番町１２)
申込み 前日までに電話またはフ
ァクシミリ(１１面参照)で高齢者あ
んしんセンター　町(1３２６５－
６１４１6３２６５－６１３８)へ。

■会員になって働きませんか
毎週火曜の午後２時から事務局

で入会説明会を開催しています。
詳しくは、お問い合わせください。
■パソコン教室
とき・コース等 右表のとおり
会場 西神田庁舎５階（西神田
１－３－４）
内容 パソコン入門コース＝マウ
ス・キーボード操作／ホームペー
ジ検索／メール送受信
ワードコース＝ワード基礎／文書
入力／デジカメ操作
やさしいエクセルコース＝エクセ
ル基礎／データ入力・編集／表作
成／グラフ作成
費用 ５,０００円（教材費を含む）

申込み １１月１５日(月)までに電話で
シルバー人材センターへ。
※各コースとも定員に満たないと
きは、中止の場合もあります。

―いずれも―
対象 ５５歳以上の区内在住者
問合せ シルバー人材センター

1５２８２－３７２１

No.1291 22.11.5（10）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

▲高齢者ふれあい秋まつり（西神田公園）

基本的な生理現象である排泄
せ つ

に問題が生じると、不快や苦痛
ばかりでなく、外出を控えるな
ど生活に影響が生じます。尿失
禁は女性に多く、成人女性の約
半数が｢経験あり｣といわれてい
ます。しかし、直接生命に関わ
る症状ではないため、受診率も
低く対応が遅れがちになります。
「くしゃみをすると尿がもれる」
「急にトイレに行きたくなり我慢

ができない」など、症状が気に
なる方は早めに医師に相談しま
しょう。また、介護予防教室で
適切なケアや体操の指導を受け
ることで改善が期待できます。
まず、最寄りの高齢者あんしん
センターに相談したり、高齢者
在宅サービスセンターの教室に
参加したりしましょう。
問合せ 高齢介護課介護予防係

1５２１１－４２２２

尿失禁予防

介 護 予 防 コ ー ナ ー

■「コミュニケーション支援」
手話･要約筆記による通訳者や音

訳者等を無料で派遣します。
対象 聴覚、音声・言語、視覚に
障害のある方
■「移動支援」
ガイドヘルパーを派遣します。買い

物など日常生活に必要不可欠な外
出や観劇などの余暇活動や社会活
動への参加など、その他、保護者
が付き添えない時の通学や通勤通
学経路に慣れるまでの付添いも行
ないます。
対象 小学生以上の視覚、知的、
精神、高次脳機能障害のある方／
両上下肢１級の身体障害のある方
費用 必要経費の１割(原則)
※減免制度もあります。

―いずれも―
詳しくはお問い合わせください。
問合せ 生活福祉課障害者支援係

1５２１１－４２１７
6３２６４－０９２７
seikatsufukushi@city.

chiyoda.lg.jp

コミュニケーション支援・
移動支援サービス

11月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０

12月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

地域サロン会

健康に関する相談を受け付けています（高齢者センター）
高齢者センターでは医師による

内科相談や整形外科相談、看護師
による健康相談(毎日)を行っていま
す。また理学療法士によるリハビ

リ相談・リハビリ体操や管理栄養
士による栄養相談も行っています。
とき・相談科目・申込み 下表の
とおり
会場 高齢者センター (神田神
保町２－２０1 ３２６５－
３９８１)

対象 ６０歳以上の区内在住者
＊高齢者センターを利用するには
利用登録が必要です。
■高齢者センターお風呂の休業
１１月２４日(水)～２７日(土)はボイラー
交換工事のためお風呂は利用でき
ません。ご了承ください。

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。

コース と　　　き 定　員

や さ し い
エクセルコース

ワ ードコ ー ス

パ ソ コ ン
入 門コース①

パ ソ コ ン
入 門コース②

１１月３０日・１２月７日・１４日・２１日のい
ずれも火曜（全４回）

１１月２５日・１２月２日・９日・１６日のい
ずれも木曜（全４回）

１１月３０日・１２月７日・１４日・２１日のい
ずれも火曜（全４回）

１１月２５日・１２月２日・９日・１６日のい
ずれも木曜（全４回）

各コース
８名（抽選）

午前１０時～
正午

午後２時～
４時

▼「シルバー人材センターパソコン教室」日程表

相談科目 曜　日 時　間 申込み

内 科 相 談

整形外科相談

リハビリ相談

リハビリ体操

栄 養 相 談

毎週月曜

第２水曜

火・金曜

第２金曜・第４火曜

第２・４火曜日

※初めての方は健康相談室で申込み／予定が変更になる場合があります。

金曜(月２回程度) 不　　要

当日午前９時から高齢
者センター窓口へ※

前日までに電話または
高齢者センター窓口へ

不　　要

午後１時～２時

午後１時～３時

午後１時～３時

午前１０時～
　　　１１時３０分

シルバー人材センター

清水谷公園での花壇の手入れや清掃
を、緑キャノピーズ＆平河・隼・紀尾
井町環境整備協議会の主催で開催しま
す。公園の環境美化向上や地域の皆さ
んのコミュニケーションを深めましょ
う。当日直接会場へ。
１１月１３日(土)１０時～１１時３０分（小雨

決行・雨天の場合翌日に順延）、清水谷
公園（紀尾井町２－１）
緑キャノピーズ 1０８０－５４２２－１９１９

神田の街を描き続けて２６年。これま
での傑作の数々をご覧ください。
１１月１６日（火）～２１日（日）１１時～１８時(最

終日は１６時まで)、九段生涯学習館２
階九段ギャラリー（九段南１－５－
１０）
神田の街を描き続ける会・隠岐

1３８６１―０８３５

もう一度あなたの笑顔を
見たいから
ひとりで悩まずに、ま

ずはご相談ください。電
話相談は次のとおりで
す。

「警視庁犯罪被害者ホットライン」
犯罪被害によるこころの悩み相談

1３５９７－７８３０
町警察署　　　　 1３２３４－０１１０

丸の内警察署　　　 1３２１３－０１１０
神田警察署　　　　 1３２９５－０１１０
万世橋警察署　　　 1３２５７－０１１０

東京都の最低賃金は、１０月２４日に時
間額８２１円に改正されました。
東京都内で労働者を使用するすべて

の事業場およびその事業場で働くすべ
ての労働者が適用対象です。月給制・
日給制・時間給制等、すべてに時間額
が適用されます。
詳しくは、お問い合わせください。
東京労働局労働基準部賃金課

1３５１２－１６１４
http://www.roudoukyoku.go.jp/

都は、築地川および汐留川について、
長期的な視点に立った河川整備の基本
方針を定めた「築地川及び汐留川河川
整備基本方針」を策定しました。次の
場所で閲覧できます。
閲覧場所 (都)建設局河川部、(都)第一建
設事務所（中央区明石町２－４）、(都)第
三建設事務所（中野区中野４－８－１）

http://www.kensetsu.metro.
tokyo.jp

問合せ (都)建設局河川部計画課
1５３２０－５４１４

「神田の街を描き続ける会」作品展

▲リハビリ体操

清水谷公園をきれいにしましょう

１１月は犯罪被害者支援推進月間

東京都最低賃金を改正

築地川・汐留川
河川整備基本方針を策定



受給資格期間を満たしていない方が
日本を出国したときに支給されま
す。請求できる期間は、出国後２年
以内です。日本国籍がある方や日本
に住所がある方、障害基礎年金等の
年金を受ける権利を有したことがあ
る方には支給されません。
受給額 保険料を納めた月数に応じて
決まっています。基準月（最後に保
険料が納付された月）が平成２２年度
の場合の額は、次の通りです＝図表
２＝。

※月数は「全額納付月数＋（４分の１納付
月数）×１/４＋（半額納付月数）×１/２＋
（４分の３納付月数）×３/４」で計算。
問合せ 保険年金課国民年金係

1５２１１－４２０２

５０代のための豊かなセカンドライフ
準備へのマネープラン
ねんきん定期便から、定年後に受け

取る年金がわかる今、セカンドライフ
について考えてみませんか。５０代の
方々のために、年金の活用法を含めて、
セカンドライフをより豊かなものとす
るためのマネープランを、ファイナン
シャル・アドバイザーがわかりやすく
解説します。セミナー終了後、希望者
には個別の相談にのります。また、ね
んきん定期便の見方も教えますので、
ご持参ください。
１２月２日（木）１９時～２０時、千代田図書
館研修室１・２（区役所９階）、定員１８名
（申込順）、講師＝三藤裕子さん（三井生
命保険（株）ファイナンシャル・アドバイザ
ー）、電話または直接千代田図書館カウ
ンター（区役所１０階1５２１１－４２８９〈祝日
を除く月～金曜１０時～１８時〉）へ。

読売新聞社の編集委員や各分野の専
門記者を講師に迎える連続セミナーの
最終回で、テーマは「調査報道」です。
インターネット全盛の時代にあって、
調査報道は新聞の存在意義のひとつで
す。調査報道とはどのようなものか、
そしてその手法など、経験に基づいた
具体的なお話をします。
※「調査報道」とは、さまざまなテーマ
について、警察や行政などからの発
表資料に頼らず、報道機関が独自に
問題点を見つけ、自分たちの取材・
調査に基づいて報道することです。
１２月１５日（水）１９時～２０時３０分（１８時
３０分開場）、区民ホール（区役所１階）、
１８歳以上の方１００名（抽選）、講師＝溝
口烈さん（読売新聞東京本社社会部

長）、１１月２６日（金）（必着）までにハガ
キ・ファクシミリまたはEメール（記入
例参照）に職業を記入し、読売新聞東
京本社・活字文化推進会議事務局（〒
１０４－８２４３（住所不要）6３２１７－４３０９
katsuji@yomiuri.com）へ。

※２名以上の連名で申込み可、必要事
項を全員分記載してください。
※問合せは新聞深読みセミナー係（1

３２１７－４３０２〈平日１０時～１７時〉）へ。
※講師は変更になる場合があります。

暑い夏の次の年は花粉が多く飛ぶそ
うです。今年の夏は記録的な暑さで、
来年の春は今年の５倍の花粉が乱れ飛
ぶという予測もあるほどです。今回は
「漢方での花粉症対策」についてお話
しします。
１２月３日(金)１８時３０分～、東方学会ビ
ル２階会議室、（西神田２－４－１）、区内在
住・在勤・在学者２０名（申込順）、参加
費＝５００円（資料代など）、講師＝陶

と う

惠
け い

寧
ね い

さん(日本中医薬研究会専任中医学
講師)、前日までに電話またはファク
シミリ（記入例参照）で日中友好協会千
代田支部（1３２６１－０４３３6３２６１－１７８８）
へ。

ヒューマン・ライブラリーは、多様
性に開かれた社会の実現を目指し、今
や世界中で展開されています。「人」
を、まさに「本」として貸し出し、そ
の「人」の語りに耳を傾けるという催
しです。障害のある方やセクシャルマ
イノリティの方、そのほか多様な経験
を持つ方々が「本」として語りかけて
くれます。どなたでも参加できます。
１１月２８日(日)１０時３０分～１６時３０分、
明治大学リバティタワー８階（神田駿
河台１－１）
※来場の際に、１回目の予約を入れて
ください。１回(１冊の「本」)の貸
出し時間は３０分です。
明治大学国際日本学部・横田雅弘ゼ

区役所の代表電話　3264ー2111（11）No. 1291 22.11.5

国民年金第１号被保険者には、次の
ような独自給付があります。
①付加年金＝月額４００円の付加保険料
を納めている人は、将来の年金額に
付加年金が加算されます。より多く
の年金を受けたい人に適していま
す。付加保険料の納付は、納付を申
し出た月から開始します（さかのぼ
って納付することはできません）。
国民年金基金に加入している方は、
付加保険料を納付することはできま
せん。
受給額 ２００円×付加保険料納付月数
（年額）

②寡婦年金＝老齢基礎年金を受けられ
るはずの夫が、老齢基礎年金を受け
る前に亡くなったとき、婚姻期間
１０年以上の妻に、６０歳から６５歳に
なるまで支給されます。夫が障害基
礎年金の受給権者だったことがある
場合、老齢基礎年金の支給をすでに
受けていた時は、寡婦年金を受ける
ことはできません。
受給額 夫が受給できる予定だった老

齢基礎年金の４分の３の額
③死亡一時金＝第１号被保険者として
保険料を３年以上納めた人が、年金
を受けずに亡くなり、その遺族（配
偶者・子・父母・孫・祖父母・兄弟
姉妹）が遺族基礎年金を受給できな
いときに支給されます＝図表１＝。
請求できる期間は、被保険者の死亡
後２年以内です。

④短期在留外国人の脱退一時金＝第１
号被保険者として保険料を６か月以
上納めた外国人で、老齢基礎年金の

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校
　就学前が対象）を希望する方は
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料

千代田図書館 マネーセミナー

国民年金第1号被保険者の独自給付

保険料納付済期間 一時金の額

１２０,０００円

１４５,０００円

１７０,０００円

２２０,０００円

２７０,０００円
３２０,０００円

３年以上１５年未満

１５年以上２０年未満
２０年以上２５年未満

２５年以上３０年未満
３０年以上３５年未満

３５年以上

▼図表1

※付加保険料を３年以上納付している場合
　は、この金額に８,５００円が加算されます。

保険料納付済期間 一時金の額

４５,３００円

９０,６００円

１３５,９００円

１８１,２００円

２２６,５００円
２７１,８００円

６月以上１２月未満

１２月以上１８月未満
１８月以上２４月未満

２４月以上３０月未満
３０月以上３６月未満

３６月以上

▼図表2

世界の中の日本 幸せに生き抜く力
国連「女性差別撤廃委員会委員」から

女性差別撤廃条約の
成立から３０年経ちま
した。ちよだ女性団
体等連絡会との共催
で、国連「女性差別
撤廃委員会」において、
民間では日本人初の委員
となった講師から、差別の現状や人権
について学びます。若者、子育て世代、
高齢者が幸せに生き抜く力を得るため
に大切なものは何でしょうか。国際社
会での日本の役割を含め、わかりやす
い講演にご期待ください。
とき １２月１８日(土)１３時３０分～１５時

３０分
会場 いきいきプラザ一番町カスケー
ドホール（一番町１２）
定員 １００名（申込順）
講師 林陽子さん（弁護士・国連「女性
差別撤廃委員会」委員）＝写真＝
申込み 前日までに電話・ファクシミ
リまたはＥメール（記入例参照・Ｅ
メールの件名は「１２月１８日講演会申
込み」と記入）で、国際平和・男女平等
人権課（1５２１１－４１６６6３２３９－８６０５
kokusaidanjo@city.chiyoda.

lg.jp）へ。
※託児サービス(有料・要予約)あり。

江戸から東京そして現代へ　歴史と建築を訪ねて
江戸から連綿と続く、霞ヶ関・永田

町の歴史と建築を訪ねます。午前中は
「霞ヶ関歴史散歩」の著者・宮田章さ
んのレクチャーを受け、午後は霞ヶ
関・永田町を１周（桜田門・赤レンガ・
中央合同庁舎７号館ほか）します。
とき・会場 １１月１６日（火）、レクチャ
ー＝１０時～１１時４５分、逓信総合博物
館地下２階講堂（大手町２－３－１）
ウォーク＝１３時１５分～１５時３０分、地
下鉄霞ヶ関駅Ａ２出口（地上）集合
定員 ５０名（申込順）
参加費 ２,０００円（資料代を含む）
申込み １１月１２日（金）までに所定の申込
用紙（ホームページからダウンロー
ド）をファクシミリまたはEメールで

ＮＰＯ法人建築から社会に貢献する
会（16３３５３－８８６０○ npo-cap@
nifty.com http://homepage３.
nifty.com/npo-cap/）へ。

※歩きやすい服装で参加ください。
※電話連絡は平日１４時～１７時にお願い
します。

明治大学
ヒューマン・ライブラリー

新聞深読みセミナー
「調査報道を知ろう」

花粉症に待った
「漢方で今から始める花粉症対策」

ミナール 1５３００－１３９４
※問合せはＥメール（human.library.
meiji@gmail.com)でお願いします。

８月に送付した納付書で、１１月３０日
（火）までに金融機関、郵便局、指定のコ
ンビニエンスストア、都税事務所で納
めてください。
※ペイジーマークの付いている金融機
関・郵便局のＡＴＭなどからも納付
ができます。口座振替の申込みは、
（都）主税局徴収部納税推進課口座振
替係（1５９１２－７５２０）にお問い合わ

せください。
問合せ 千代田都税事務所

1３２５２－７１４１

税への関心と正しい理解を深めても
らうため、国税庁、納税貯蓄組合との
共催で「税の作文」を募集しました。
今回、区内中学生の中から優秀賞に選
ばれた作文を展示します。
１１月１１日（木）～１７日（水）９時～２０時３０
分（１１日は１３時から、土・日曜は１７時
まで）、区民ホール（区役所１階）
税務課管理係　　　 1５２１１－４１９０

１１月が納期です
個人事業税第２期分

「税の作文」の展示

▲法務省旧本館



■情報交流会・千夜一夜　ＭＩＷで仲間
と集う夜 つながって広げよう、特
技・情報・ネットワーク
ＭＩＷで活動する登録団体の活動紹

介、利用者との交流・情報交換を行い
ます。ＭＩＷで活

い

かせる特技・情報・ネッ
トワーク等を出し合って、一緒にＭＩＷ
の事業につなげる方法などを話し合い
ます。ティータイムもあります。
１２月３日（金）１８時３０分～２０時３０分、男
女共同参画センターＭＩＷ交流サロン
（区役所１０階）、定員１５名（申込順）、ゲ
スト＝ＭＩＷ登録団体の方々
■ＭＩＷグループワーク　介護の悩み
のグループカウンセリング
介護する家族を抱えている方の悩み

や、困ったことなどの対処法を見つけ
ませんか。同じ立場の人たちが集まり、
日ごろの介護について、一緒にカウン
セラーに話を聞いてもらいながら、ど
うすればいいか解決策・対処法を考え
ます。デイサービスの間のひととき、
気軽なおしゃべりの機会として、参加
をお待ちしています。
１２月９日（木）１３時～１５時、区役所４階会
議室、定員１５名（申込順）、講師＝吉田
ミイさん（千代田区介護者カウンセラ
ー）

―いずれも―
前日までに電話・ファクシミリまた

はＥメール（１１面参照）でMIW（1

５２１１－８８４５6５２１１－８８４６ ●
miw@city.chiyoda.tokyo.jp）へ。
※託児サービス（有料・要予約）あり

平成２３年１月２７日（木）１９時（スポーツ
センター前出発）～３０日（日）、嬬恋スキ
ー場（群馬県嬬恋村）、区内在住・在勤者
３５名（申込順）、参加費＝２９,５００円（バス
代、宿泊代、傷害保険料）、１２月９日（木）
（必着）までに往復ハガキまたはホームペ

ージ（１１面参照・申込人数５名まで）で千
代田区スキー協会・ （〒１０１－００４７内
神田２－１－８スポーツセンター内千代田
区体育協会気付1０９０－３３３２－３９６９
http://chiyodaku-ski . jp）へ。

前半の講演と後半のウォーキングで
江戸城とその周辺の変遷を学びます。
１１月２３日（祝）１０時～１５時、区民ホール

（区役所１階）→皇居周辺のウォーキン
グ、講演テーマ＝江戸城と外濠めぐり
～江戸城と外濠の歴史、区内在住・在
勤者１２０名（申込順）、講師＝後藤宏樹
（四番町歴史民俗資料館学芸員）、参加
費＝５００円（保険料込み）、１１月１０日（水）
までに電話またはファクシミリ（１１面参
照）で（財）東京ＹＭＣＡ（1３６１５－５５６８
6３６１５－５５７８）へ。
※１０時の講演会は雨天でも実施します。
※ウォーキングができる軽装で、筆記用
具・弁当・飲み物をお持ちください。
※参加費の一部は、千代田区生涯学習
事業に寄付されます。

さくらの枝に、染の毛糸やフェルト
で工夫をし、オリジナルのハンガーを
作ります。
１１月２０日（土）１３時～１６時、九段生涯学

習館４階実習室（九段南１－５－１０）、定員
１５名（申込順）、参加費＝５００円（材料費
を含む）、持ち物＝ペンチ・はさみ・筆
記用具、講師＝岡村比都美さん（アト
リエさくら）、１１月１８日（木）までに電話ま
たはファクシミリ（１１面参照）で道路公
園課都市施設主査（1５２１１－４２４３6

３２６４－４７９２）へ。
※当日の連絡先は1０８０－３１７１－９４３３

フツーに楽しむ社会貢献イロイロ「イ
イこと生活12ヶ月」
エコや社会貢献活動をはじめ、１年

を通して誰もが楽しみながらできる
「イイこと」について、座談会形式の
セミナーを開催します。
１１月１８日（木）１８時３０分～２０時、西

神田庁舎３階ボランティアサロン（西神

No. 1291 22.11.5（12）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

MIW
ミ ュ ウ

の催し

人材バンク活用講座

「気軽に楽しむ初めてのいけばな～季節の花をいける～」
いけばな作家として活躍中の講師か

ら、花材の扱い方、花バサミ・剣山な
どの使い方を基礎から学び、シーンに
合わせていけます。
とき・内容 １２月１３日「クリスマス花
材をいける」／１２月２７日「お正月の
いけばな」／平成２３年１月３１日「水
仙をいける」、いずれも月曜１９時～
２１時（全３回）
会場 九段生涯学習館（九段南１－５－
１０）
対象 区内在住・在勤・在学者１５名（抽
選）
講師 大久保春霞さん（草月流いけば
な作家）

参加費 １０,０００円（花材など材料費を
含む）
申込み １１月３０日(火)１７時までに電話ま
たはホームページで、九段生涯学習
館（1３２３４－２８４１ http://www.
kudan-ll〈エルエル〉.info）へ。

嬬恋スキー講習会

ボランティアサロンセミナー

女性のためのさわやか教室
筋力アップで尿もれ予防

ひと まち ふれあい

田１－３－４）、定員３０名（前回申込み
の方、区内在住・在勤・在学者を優先〈申
込順〉）、講師＝藤原千尋さん（プチボ
ランティア案内人）、１１月１６日（火）まで
に電話・ファクシミリまたはＥメール
（１１面参照）でちよだボランティアセ
ンター（1５２８２－３７１６6５２８２－３７１８○
volunteer@chiyoda-cosw.or. jp）
へ。
※９月８日の台風で延期したものです。

中高年以上の女性の悩みのひとつで
ある尿もれについて、正しい理解と予
防のための骨盤底筋体操を行ってみま
せんか。
１２月３日（金）１３時３０分～１５時３０分、い
きいきプラザ一番町地下１階カスケード
ホール、区内在住のおおむね６５歳以上
の女性３０名（申込順）、講師＝高崎良
子さん（コンチネンスジャパン（株）保健
師）、前日までに電話または直接いきい
きプラザ一番町１階受付（一番町１２1
３２６５－６３１１）へ。
※動きやすい服装でお越しください。

平成２３年１月２５日(火)・２６日(水) ９時
３０分～１６時１５分、都議会議事堂１階
都民ホール(新宿区西新宿２－８－１)、
都内で屋外広告業を営んでいる方また
は営もうとしている方２５０名(申込順)、
受講料＝４,９００円(指定テキスト代は別
途)､１１月８日(月)～１２日(金)に所定の申込
書(まちづくり総務課〈区役所５階〉など

で配布または(都)都市整備局のホームペ
ージ〈http://www.toshiseibi.metro.
tokyo.jp〉からダウンロード)に受講
手数料を添えて、直接(都)都市整備局
緑地景観課(都庁第二本庁舎２１階中央
1５３８８－３３３５)へ。

一般募集住宅（家族向・単身者向）、
定期使用住宅（若年ファミリー向・多
子世帯向）、若年ファミリー向住宅の
入居者を募集します。
対象 都内に居住し（単身者は３年以
上）、所得が基準範囲内で現に住宅
に困っている方。
※このほかにも、申込区分ごとに条件
があります。詳しくは、募集案内を
ご覧ください。
申込書の配布 １１月１０日（水）まで都庁お
よび東京都住宅供給公社募集センタ
ー（募集センター・各窓口センター）、
情報コーナー（区役所２階／日曜を
除く）、出張所、まちづくり総務課
（区役所５階／土・日曜を除く）で配
布します。
※募集申込書は、東京都住宅供給公社
のホームページからもダウンロード
できます（１１月１０日（水）１８時まで）。
申込み １１月１６日（火）までに郵送で渋谷
郵便局に到着したものに限り受付け。
問合せ （都）住宅供給公社募集センター
1０５７０－０１０８１０（１１月１０日（水）まで
〈土・日曜を除く〉）
1３４９８－８８９４（１１月１１日（木）以降〈土・
日・祝日を除く〉
○ http://www.to-kousya.or.jp

都営住宅の（あき家）入居者募集

１０月１３日に九段生涯学習館で
区民自主企画運営講座「オペラ
コーラスを学ぶ」の１回目(全
５回)が開催されました。
区民自主企画運営講座は、区

内在住・在勤の方５名以上のグ
ループが企画運営し、九段生涯
学習館が開催します。今回の講
座は、区内在住・在学・在勤者３５
名が参加しています。
この講座は歌のみではなく、

演技も「同時」に学ぶことを目的に
開催しています。
当日は、前半に呼吸の仕方やのど

の使い方などの練習を行い、後半に
は、演技の理論や実技を学びました。
演技の実技はゲーム形式＝写真＝で
笑い声がたえず、楽しみながら学ん
でいました。

学び合いで広がる地域の絆
きずな

江戸城ファミリーウォーク

さくら染色教室

t
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考
作
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国際ボランティアデー チャリティーイベント

震災に負けないで！ハイチの復興を応援しよう

１２月５日は「国際ボランティアデー」
です。映画のストーリーの「何かを変
えたいという想

お も

いが、奇跡をおこす」
は、ボランティア活動の考えに似てい
ます。映画や対談からハイチの人々の
暮らしや、震災後の様子を知り、私た
ちの身近な地域で「何が出来るか」を考

えてみませんか。
とき １１月１９日（金）１８時３０分～２１時
会場 ちよだボランティアセンター
（西神田１－３－４西神田庁舎３階）
定員 １００名（申込順）
内容 映画「ミラクルバナナ」上映、
ミラクルバナナのスチールカメラマ
ン佐藤文則さんと立花英裕さん（早
稲田大学教授）による対談
参加費 ５００円（高校生以下は無料）
※参加費は、ハイチの会・セスラを通じ
てハイチ復興支援に使われます。
申込み １１月１７日（水）までに電話または
Eメール（１１面参照）でちよだボラン
ティアセンター（1５２８２－３７１６ ●
volunteer@chiyoda-cosw.or.jp）へ。

屋外広告物講習会

くぬぎ


